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Abstract アリストテレスの『形而上学』Z-H巻は主として定義問題を通じて実

体概念を検証する弁証論である。まず、付帯性の定義可能性が否定
されることによって「第一義的に、端的な定義、および本質は実体
にある」ことが要請される（I節）。次に、質料と形相が結合した実
体の定義可能性が吟味され、質料の不可規定性より生じる困難が指
摘される（II節）。さらに、実体を普遍とみなすなら「第三の人間」
パラドックスが生じ、個とみなすなら定義は成立しない困難が指摘
される（III節）。以上の困難は、実体が存在論的な一性を有する事
物であることによって解決される。一つの事物においては、質料の
可能態本質は形相の現実態本質と同じである。したがって、実体を
或る場合は個別的主語として表現し、或る場合は普遍述語として表
現すると言表上約束することは、存在論的レベルの実体を前提し、
それと混同しないかぎりにおいては許容されよう（IV節）。
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